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KB94C7T9A

/

熱源ユニッ卜（WR2シリーズ）外形図
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制御箱

サービスパネル

冷媒操作弁＜高圧＞

8

冷媒操作弁＜低圧＞

2

2X2-14X31長穴

B図

制御箱取り外しスペース
サービススペース正面側

A図

ユニット平面

制御箱取り外しスペースサービススペース正面側

注1. 水配管・冷媒配管・電源線・伝送線の引込口や未使用のノックアウト穴は、
     空気や雨水等が進入しないようにパテ等でふさいでください。（現地工事）
　2. 製品出荷時の現地ドレン排水接続は、前面仕様になっています。後面で接続
     される場合は、後面の密栓用プラグを外し前面に取付けてください。
     取付けの際には、水漏れがないよう十分ご注意ください。
　3. 下図に示すスペースを確保してください。作業者のスペース込みでのサービス
　　 スペースとなります。（Ａ図）（後面からのサービス等を考慮した場合、
　　 前面同様６００ｍｍ程度開けていた方が便利です。）
　4. 制御箱取り外し時のサービススペースを確保するため、水配管、冷媒配管の
     施工はユニット正面の下図に示すスペースを避けて行ってください。（Ｂ図）
　5. 水熱交換器交換時、ユニット正面の水配管を取り外す必要があります。
     取外しできるように水配管の接続部を設けてください。　　　
　6. PQRY-P*DMG9機種は屋内設置（機械室含む）専用機です。
    （設置許容周囲温度範囲：－２０℃～４０℃（乾球温度）)
　7. 熱源ユニット周囲温度が０℃以下に低下する可能性がある場合には、水の凍結
     による配管パンクを防止するため、下記の点に注意してください。
    ・熱源ユニットが停止していても水の循環は常時行ってください。
    ・長期間熱源ユニットの運転を停止する場合には、熱源ユニット内の水を

　　　必ず抜いてください。
　8. ドレン配管の下り勾配は１／１００以上とれるようにしてください。
　9. ろう付け時は、操作弁本体へ濡れタオル等を巻き、本体温度が１２０℃
     以上にならないようにしてください。
 10. 循環水入口配管には熱源ユニットから１．５ｍ以内にストレーナーを設けてください。
　　 (５０メッシュ以上推奨)
 11. 熱源ユニット側の水配管継手材質はＣ１２２０Ｔです。異種金属が接触すると
　　 腐食する可能性があります。必要に応じ絶縁処理を実施してください。
 12. 水配管を施工する際は、締め付けトルク１５０Ｎ・ｍ（１５．３ｋｇｆ・ｍ）で
　　 現地側配管を締め付けて施工してください。
　　 それ以上のトルクをかけると水配管が破損する可能性があります。

接続管仕様

*1.管継手（現地手配）又は弊社サービス部品を使用し、現地配管を操作弁へろう付してください。
*2.付属の接続管をご使用ください。

<付属品 (付属品内に同梱)>
　・冷媒<低圧>接続管   ･････１個
　・水切板(低圧管) ･････１個
　・水切板用断熱材(低圧管) ･････１個
　・据付配管用断熱材(高圧管,低圧管) ･････各１個
　・ドレンソケット用断熱材 ･････１個
　・低圧管用パイプカバー ･････１個
　・ベース足用断熱材(2種頽) ･････各４個
　・パネル用断熱材 ･････1個

②

③

φ45ノックアウ卜穴

⑦

前面通し穴
(別売品分岐管キット組込時使用）

φ34ノックアウ卜穴

φ52 orφ27ノックアウ卜穴

ＮＯ．

①

④

⑤

⑧

⑥

配管用

電源配線用

伝送配線用

用途

前面通し穴

前面通し穴

前面通し穴

前面通し穴

仕樣

140×77ノックアウ卜穴

φ65 orφ40ノックアウ卜穴

Rc3/4 ネジ
Rc1-1/2 ネジ
Rc1-1/2 ネジ入ロ

出ロ水配管

ドレン排水ロドレン排水

形名

φ22.2 ろう付
*1

φ19.05 ろう付
*1

φ25.4 ろう付
*1

φ25.4 ろう付

φ28.58 ろう付

φ31.75ろう付*1 *2

*1　*2

*1　*2
φ25.4 φ28.58

低圧側高圧側
冷媒配管径 操作弁ロ径

低圧側高圧側
PQRY-P355KDMG9
PQRY-P400DMG9
PQRY-P450DMG9
PQRY-P500DMG9
PQRY-P560DMG9
PQRY-P630DMG9
PQRY-P670DMG9
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三菱電機株式会社

本図面の所有権は三菱電機株式会社にある。
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Ｒ４１０Ａ対応熱源ユニット機外配線図

＜ＭＡリモコンを用いたシステム＞

注１. 伝送線は全て２線式で極性がありません。
　２. 　 印はネジ端子台を示します。
　３. 伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子に接続してください。
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）
　４. システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、伝送線用給電ユニットの接続、
　　  または給電機能を有するシステムコントローラーではその給電機能を利用してください。
　５. ＭＡスマートリモコンの配線長は最大２００ｍまで可能です。
　　  （ＭＡスマートリモコンとのペア接続時は１００ｍ）
　　  MAスマートリモコン以外の接続に関する制約事項は、空調冷熱ネットワーク設計マニュアルを確認してください。
　６. ＭＡリモコンと他のＭーＮＥＴリモコンとの併用はできません。
　　　（システムコントローラー使用時は併用可能です。ただし、同一グループをＭＡリモコンと
　　  Ｍ－ＮＥＴリモコンで同時に管理することは出来ません。）
　７. 室内ユニットを同一グループにする場合は、グループにしたい室内ユニット間のＭＡリモコン線を
　　  渡り配線してください。
　８. 室内ユニットやその他の機器の接続可能台数、接続に関する制約、伝送線用給電拡張ユニットの
　　  要否は空調冷熱ネットワーク設計マニュアルを確認してください。　
　９. 伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの
　　  端子Ｓ（シールド）へ接続してください。

*１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製ＮＶ―Ｃシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　
*２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。
*３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。
*４ 製品の故障、電源配線不良などにより大電流が流れた場合、製品側の遮断器と上位側の遮断器が共に作動することが
　　あります。設備の重要度により電源系統を分割するか、遮断器の保護協調をとってください。
*５ 電源配線太さは、ご使用になる配線種・周囲温度により異なる場合がありますので、内線規程に従ってご選定ください。
*６ 電源配線のこう長は電源から第一熱源ユニットまでの電圧降下２％時の電線最大こう長を示します。

（Ｒ，Ｓ，Ｔ）

ＴＢ７
(Ｓ)

ＴＢ１
(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７

〈漏電遮断器〉 〈手元開閉器〉
〈配線用遮断器〉

電源
三相２００Ｖ

アース

別の系統へ
熱源ユニット

ＴＢ０１

Ｓ
(Ｒ,Ｓ) (A,B)

ＴＢ０２

ＴＢ０１

Ｓ
(Ｒ,Ｓ) (A,B)

ＴＢ０２

ＴＢ０１

Ｓ
(Ｒ,Ｓ) (A,B)

ＴＢ０２

分流コントローラー（親機）

分流コントローラー（子機）

分流コントローラー（子機）

ＴＢ１５

ＭＡリモコン

室内ユニット

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５

注８

ＭＡリモコン

注８

ＴＢ２

（シールド）
Ｓ

(１,２)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２

Ｓ
(１,２)(Ｒ,Ｓ) ＴＢ１５

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５ ＴＢ２

Ｓ
(１,２)(Ｒ,Ｓ)

ＭＡリモコン線
０．３～１．２５ｍｍ２

室内外伝送線
１．２５ｍｍ２ または

シールド線
(ＣＶＶＳ，ＣＰＥＶＳ,

＜手元開閉器＞
＜配線用遮断器＞

＜漏電遮断器＞

*接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により
　電源仕様、開閉器、遮断器
　仕様が異なりますので
　設計工事マニュアルを
　ご参照ください。

電源
単相または
三相２００Ｖ

注５

注３

注４

注７

注７
注６

注７

注７
注６

注８，９

〈漏電遮断器〉
ＴＢ２

ＴＢ１

ＴＢ２ ＴＢ３

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ) (ｼｰﾙﾄﾞ)
Ｓ

ＳＳ

(Ａ,Ｂ) (1,2)
(R,S)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５
ＴＢ２

Ｓ
(Ａ,Ｂ) (1,2)

(R,S)ＴＢ５ ＴＢ１５
ＴＢ２

Ｓ
(Ａ,Ｂ) (1,2)

(R,S)ＴＢ５ ＴＢ１５

Ｅ

伝送線用給電
拡張ユニット

アース

電源
単相１００Ｖ
または
単相２００Ｖ

〈手元開閉器〉
〈配線用遮断器〉

伝送線用給電ユニットシステムコントローラー
〈システムコントローラーを接続した場合〉

集中管理用伝送線
1.25ｍｍ2 または

シールド線
(CVVS,CPEVS,
 MVVS)

（シールド） （シールド）ＭＶＶＳ）

プルボックス

φ１．２ｍｍ以上

φ1.2ｍｍ以上

(ｼｰﾙﾄﾞ)
注８

(ｼｰﾙﾄﾞ)
注８

(ｼｰﾙﾄﾞ)
注８

（ＮＦＢ）
＜Ａ＞ *3,*4＜Ａ＞

PQRY-P224DMG9

形　名 ＜Ａ＞
最大電流

3030
*1, *2, *4
漏電遮断器

過電流保護器開閉器容量
手元開閉器 配線用遮断器

＜Ａ＞ *４

電源配線太さ
＜ｍｍ2 ＞ *５

接地線太さ
＜ｍｍ2 ＞

30A　30mAまたは100mA　0.1s以下 5.5以上
PQRY-P280DMG9
PQRY-P335DMG9
PQRY-P400DMG9
PQRY-P450DMG9

50A　100mA　0.1s以下

30 2.0以上 20.0
4060 40 8以上

14以上
14以上
14以上

4060 40
5060 50

60 5050

3.5以上
3.5以上
3.5以上
3.5以上

31.9
37.5

46.3
42.7

最大こう長
＜ｍ＞ *６

34.0
33.0
46.0

36.0
41.0

PQRY-P500DMG9 75A　100mA　0.1s以下 22以上75 7575 5.5以上 58.844.0
PQRY-P560DMG9 75A　100mA　0.1s以下 22以上75 7575 5.5以上 64.743.0
PQRY-P630DMG9 75A　100mA　0.1s以下 22以上75 7575 5.5以上 64.743.0
PQRY-P670DMG9 75A　100mA　0.1s以下 22以上75 7575 5.5以上 64.743.0

50A　100mA　0.1s以下

40A　30mAまたは100mA　0.1s以下
40A　30mAまたは100mA　0.1s以下

1 1
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Ｒ４１０Ａ対応熱源ユニット機外配線図

＜Ｍ－ＮＥＴリモコンを用いたシステム＞

室内外伝送線
１．２５ｍｍ２または

電源
単相または
三相２００Ｖ

*接続室内ﾕﾆｯﾄの種類により
　電源仕様、開閉器、遮断器
　仕様が異なりますので
　設計工事マニュアルを
　ご参照ください。

〈漏電遮断器〉〈手元開閉器〉
〈配線用遮断器〉

アース

電源
三相２００Ｖ

熱源ユニット

(Ｓ)
ＴＢ７

別の系統ヘ

注８

Ｍ―ＮＥＴ
リモコン

分流コントローラー（子機）

分流コントローラー（子機）

分流コントローラー（親機）

ＴＢ０２
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ

ＴＢ０１

ＴＢ０２
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ

ＴＢ０１

ＴＢ０２
(Ｒ,Ｓ) (Ａ,Ｂ)

Ｓ

ＴＢ０１

注８注８

Ｍ―ＮＥＴ
リモコン

Ｍ―ＮＥＴリモコン線

ＴＢ２

Ｓ
(１,２)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５

室内ユニット

(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５

ＴＢ２

Ｓ
(１,２)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５

ＴＢ２

Ｓ
(１,２)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ１５
(Ａ,Ｂ)
ＴＢ５

Ｍ―ＮＥＴ
リモコン

(ＭＶＶＳ)

注４

注７

注６

注３

注６

注７ 注７

注６

〈手元開閉器〉
〈配線用遮断器〉

〈漏電遮断器〉

伝送線用給電
拡張ユニット

アース

注８，９

電源
単相１００Ｖ
または
単相２００Ｖ

〈手元開閉器〉
〈配線用遮断器〉

〈漏電遮断器〉 ＴＢ２

ＴＢ１

ＴＢ２ ＴＢ３

Ｓ

ＳＳ

(１,２)(Ａ,Ｂ)
(Ｒ,Ｓ)

(Ｒ,Ｓ)

ＴＢ５ ＴＢ１５

ＴＢ２

Ｓ
(１,２)(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５
ＴＢ２

Ｓ
(１,２)(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５
ＴＢ２

Ｓ
(１,２)(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５

ＴＢ２

Ｓ
(１,２)(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５
ＴＢ２

Ｓ
(１,２)(Ａ,Ｂ)

(Ｒ,Ｓ)ＴＢ５ ＴＢ１５

Ｅ

ＴＢ１

ＴＢ２ ＴＢ３

ＳＳ

(Ｒ,Ｓ) Ｅ

伝送線用給電
拡張ユニット

アース

注８，９

電源
単相１００Ｖ
または
単相２００Ｖ

伝送線用給電ユニットシステムコントローラー
〈システムコントローラーを接続した場合〉

０．３～１．２５ｍｍ２
または
φ０．６５～φ１．２ｍｍ
シールド線
注５

プルボックス

シールド線
(ＣＶＶＳ，ＣＰＥＶＳ,
ＭＶＶＳ）

φ１．２ｍｍ以上

注８

注８

注８

集中管理用伝送線
1.25mm2 または

シールド線
(CVVS,CPEVS,
MVVS)

φ1.2mm以上

〈漏電遮断器〉〈手元開閉器〉
〈配線用遮断器〉

（Ｒ，Ｓ，Ｔ）
ＴＢ１

(Ａ,Ｂ) (Ａ,Ｂ)
ＴＢ３ ＴＢ７

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

(ｼｰﾙﾄﾞ)

（シールド） （シールド） （シールド）

（シールド）

（シールド） （シールド）

（シールド） （シールド） （シールド）

（シールド）

（シールド） （シールド） （シールド）

（ＮＦＢ）
＜Ａ＞ *3,*4＜Ａ＞

PQRY-P224DMG9

形　名
＜Ａ＞
最大電流

3030
*1,*2,*4
漏電遮断器

過電流保護器開閉器容量
手元開閉器 配線用遮断器

＜Ａ＞ *４

電源配線太さ
＜ｍｍ2 ＞ *５

接地線太さ

30A　30mAまたは100mA　0.1s以下 5.5以上
PQRY-P280DMG9
PQRY-P335DMG9
PQRY-P400DMG9
PQRY-P450DMG9

50A　100mA　0.1s以下

30 2.0以上 20.0
4060 40 8以上

14以上
14以上
14以上

4060 40
5060 50

60 5050

3.5以上
3.5以上
3.5以上
3.5以上

31.9
37.5

46.3
42.7

最大こう長
＜ｍ＞ *６
34.0
33.0
46.0

36.0
41.0

PQRY-P500DMG9 75A　100mA　0.1s以下 22以上75 7575 5.5以上 58.844.0
PQRY-P560DMG9 75A　100mA　0.1s以下 22以上75 7575 5.5以上 64.743.0
PQRY-P630DMG9 75A　100mA　0.1s以下 22以上75 7575 5.5以上 64.743.0
PQRY-P670DMG9 75A　100mA　0.1s以下 22以上75 7575 5.5以上 64.743.0

50A　100mA　0.1s以下

40A　30mAまたは100mA　0.1s以下
40A　30mAまたは100mA　0.1s以下

＜ｍｍ2＞

*１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器
　　（三菱電機製ＮＶ―Ｃシリーズまたはその同等品）を取付けてください。　
*２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは手元開閉器または配線用遮断器を
　　組み合わせて使用してください。
*３ 過電流保護器はＢ種ヒューズを使用する場合について示します。
*４ 製品の故障、電源配線不良などにより大電流が流れた場合、製品側の遮断器と
    　上位側の遮断器が共に作動することがあります。
　　設備の重要度により電源系統を分割するか、遮断器の保護協調をとってください。
*５ 電源配線太さは、ご使用になる配線種・周囲温度により異なる場合が
　　 ありますので、内線規程に従ってご選定ください。
*６ 電源配線のこう長は電源から第一熱源ユニットまでの電圧降下２％時の
　　電線最大こう長を示します。

注１. 伝送線は全て２線式で極性がありません。
　２. 　 印はネジ端子台を示します。
　３. 伝送線（シールド線）のシールド側は、必ず熱源ユニットのアース端子に接続してください。
　　　また、各室内ユニットへの渡り配線（伝送線）のシールドアースは、各々の室内ユニットの端子Ｓ（シールド）
　　　へ接続するか、もしくはシールドどうしを接続してください。（シールドアースは図中、破線にて示しています。）
　４. システムコントローラーを集中管理用伝送線に接続する場合、伝送線用給電ユニットの接続、
　　  または給電機能を有するシステムコントローラーではその給電機能を利用してください。
　５. Ｍ―ＮＥＴリモコンの配線長は最大１０ｍまで可能です。（ただし、１０ｍを超える場合は、
　　  室内外伝送線と同一仕様とし，その部分を室内外伝送線最遠長の内数としてください。）
　６. Ｍ―ＮＥＴリモコンと他のＭＡリモコンとの併用はできません。
　　  （システムコントローラー使用時は併用可能です。ただし、同一グループをＭＡリモコンと
　　  Ｍ－ＮＥＴリモコンで同時に管理することは出来ません。）
　７. 室内ユニットを同一グループにする場合は、MーNETリモコンまたはシステムコントローラーの
　　  同一グループに室内ユニットのアドレスを登録してください。
　８. 室内ユニット、Ｍ―ＮＥＴリモコンやその他の機器の接続可能台数、接続に関する制約、
　　  伝送線用給電拡張ユニットの要否は空調冷熱ネットワーク設計マニュアルを確認してください。
　９. 伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、伝送線のシールドを必ず伝送線用給電拡張ユニットの
　　　端子Ｓ（シールド）へ接続してください。

1 1


